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図4-1 東洋漁業の鯨肉広告（河北新報 1906.5.31）・・・137 









図5-2 アンドリュース（1911a）によって Phocoenoides truei と新種記載されたリクゼンイルカ
のタイプ標本（アメリカ自然史博物館蔵）・・・169 
図5-3 現在もスミソニアン機構国立自然史博物館で常設展示されているに蔚山で採集されたコクク
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 １節 問題意識と本論の目的 
 ２節 課題の設定と記述の構成 
 ３節 用語の定義 
















































































































































































 アメリカ合衆国 アメリカ自然史博物館（American Museum of Natural History: AMNH）の哺
 	
乳類研究部図書文書室（the Mammalogy Departmental Library & Archives: DLA）および同館の
研究図書館貴重資料室（the Special Collections of the Research Library）、収蔵庫、そして館外
のブルックリン収蔵庫（Brooklyn storage warehouse）。訪問は、2011年10月、2013年2月、
2014年1月の３回実施した。補足調査として、2014年1にスミソニアン機構アーカイブ













 １節 公的な「捕鯨物語」の形成と問題点 
 ２節 空白の19101940年代 







Convention for the Regulation of Whaling（ICRW）第8条に基づき実施してきた南極海での捕獲
調査、メディアのいう調査捕鯨が2010年にオーストラリアにより違法行為であるとして国際司法裁





















館 1992、四日市市立博物館 1993、福岡市博物館 2011、東北歴史博物館 2016）は、近世の網取
り捕鯨と現在も操業中の小型捕鯨に集中している。これは現在の捕鯨問題の論評など時事問題を除






































































































から詳しい経営分析がなされ（多田 1978、鳥巣 1999、末田 2004）、南極海捕鯨では最初から農
林省の監督官が乗船して写真を含む報告が出版されてきたこと（大村ら 1942、山田 1950、前田・
寺岡 1952、西脇 1990、大村 2000）、そして小型捕鯨では文化人類学の蓄積が今も進んでいるこ













































の歴史を世界規模で記した最初期の単行本『Av Hvalfangsetens Historie』（Risting 1922）、近代
捕鯨の全般的記述として著名な『Den Moderne hvalfangsts Historie 2』（Tnnessen 1967）やそ
の抄訳『The History of Modern Whaling』（Tnnessen and Johnsen 1982）などで用いられて
いる。アンドリュースの鯨類調査については５章で述べる。 
 ノルウェーにおける『本邦の諾威式捕鯨誌』の引用はこれに留まらない。日本とノルウェーの交
流100年を記念して出版された『Towards Friendship Therelationship between Norway and 
Japan, 1905‒2005』（E. I. Mageli 2006）は、全8章のうちの第5章を「捕鯨の関係 Whaling 







調査による一連の著作である（Andrews 1911b, 1914, 1916a, 1916b）。彼の主著『Whale 


























されている。ひとつは英文によるGHQの報告書『Japanese whaling industry prior to 1946: 


















































































































































































































No.* 笠原海区** 名称 捕獲記録*** 備考 No. 笠原海区 名称 操業期間 備考
1 I 北千島 北千島［幌筵島］1941 捕獲記録1年 21 VIII 西海 黄島　 1909‒1915, 1919‒25, 1927, 1929
2 I 北千島 梅浦［新知島］ 1943‒1944 捕獲記録2年 22 VIII 西海 富江 1956‒1960 本論は不使用
3 I 北千島 紗那［択捉島］ 1928‒1945 23 VIII 西海 甑島 1944‒1948
4 II 南千島 單冠［択捉島］ 1918‒1944 24 IX 琉球 久根津 1912‒1921, 1934‒1935
5 II 南千島 斜古丹［色丹島］1917‒1944 25 XI 対馬 仙﨑 1945‒1947 捕獲記録3年
6 III オホツク 樺太［札塔］ 1920‒1930, 1936‒1937, 1943 26 XI 対馬 大河内 1921‒37, 1939‒41, 44, 46, 48
7 III オホツク 網走 1915‒19, 1931‒35, 1940‒45 27 XI 対馬 比田勝 1909‒1920 大河内に合冊
8 IV 北海 霧多布 1926‒1948 28 XI 対馬 壱岐 1930‒1932 捕獲記録3年
9 IV 北海 広尾 捕獲記録なし 1947年に操業 29 XI 対馬 呼子 1934‒1941
10 IV 北海 室蘭 1912‒1930, 1946‒1948 30 XI 対馬 有川 1934‒1936 捕獲記録3年
11 V 東北 鮫 1911‒1933, 1946‒1948 31 XII 北朝鮮 楡津 1920‒1928, 1930
12 V 東北 桑浜 1916‒1917 釡石に記載 32 XII 北朝鮮 長箭 1909‒26, 33‒34, 40, 42‒44
13 V 東北 釡石 1917‒33, 1935, 1939‒44, 1946‒48 33 XIII 南朝鮮 九龍浦 1943 捕獲記録1年
14 V 東北 女川 1950‒ 捕獲記録見ず 34 XIII 南朝鮮 蔚山 1909‒1944
15 V 東北 鮎川 1909‒1942, 1944, 1946‒1950 35 XIV 黄海 関東州［海洋島］1915‒1932, 1934‒1940, 1944
16 VI 東海 ［紀伊］大島 1909‒1956, 1958‒1964 36 XIV 黄海 大青島 1918‒1932, 1935, 1940, 1942‒44
17 VI 東海 串本 1916‒1932 37 XIV 黄海 大黒山島 1916‒1944
18 VII 南海 細島 1912‒1929, 1933 38 XIV 黄海 済州島［西帰浦］1926‒1941
19 VII 南海 外の浦 1936‒1941 39 XV 小笠原 小笠原 1923‒1944

































































































 １節 ノルウェー人砲手が写した日本海捕鯨 
 ２節 北と外地へ展開した捕鯨根拠地 








































た（SKIPSREDER H. G. MELSOM［船主メルソム］ http://www.lardex.net/larvikmelsom/hgmelsom.htm 
2019/7.29 閲覧）。日本企業への就業は、後述のとおり1906（明治39）年からである。 
 写真の原所有者は、メルソムの次女で長崎生まれのシグリ（Sigrid Govenius Melsom 1903–
2001）である。撮影者と原所有者のほかは、ネガへの注記や撮影に関した情報は皆無であった。な
お、日本語文献では、Melsom の名前を「メルソン」や「Melson」と誤記したものが目立つので注













FRA JAPAN - GAMLE FOTOGRAFIER IDENTIFISERT ［日本からの助力—古い写真の同定］ 
http://www.vestfoldarkivet.no/hjelp-fra-japan-gamle-fotografier-identifisert/ 2019.7.29 確認）。 


























田 2000、渡邊 2006: 34-35）、写真の人物が1901年のとおりだとすると、ロシア人船長が後列中
央であり、炊事係は乗組員のなかで最も地位が低いので甲板に座った前列右端の人物かも知れな
い。中央に座る男性はキリンビールの瓶を手にしている。この写真での船名は人物の背後上部にあ
る救命浮輪の文字 ГЕОРГIИ がはっきりと読み取れる。 I の文字は現代のロシア語では用いられな
いが、1918年まで使われていた（黒田 1998: 83‒87）。人物背後中央の銘板の文字は AKERS 
MEK. VÆRKSTED（アカース機械製造所）と記され、下部の文字で見えているのは一部であるが、
ノルウェー独立以前のオスロの名称 KRISTIANIA（クリスチャニア）と刻まれている。ギヨルギー


















































































































（Dickinson and Sanger 2005: 51）。長崎捕鯨が購入したのは1906（明治39）年で、改名してこ









































































































1992: 777）、大東漁業の岩手県両石（伊豆川 1943: 645‒646）、内外水産の同県桑浜（釜石事業





























































































































































































19世紀末から用いられていたことが写真でも確かめられる（Johnsen 959 : 347‒356、Dickinson 




































































































































































































に探鯨場所が見え捕鯨船である Henrik Govenius Melsom / 









⑥対岸は長生浦の集落、⑦現在の長生浦鯨博物館の位置。２枚の写真を連結 Henrik Govenius Melsom / 























































思われる Henrik Govenius Melsom / 




















左：写真2-9 三菱合資会社三菱造船所小菅修船場で塗装工事中とおもわれるメイン号 Henrik Govenius 
Melsom / Slottsfjellsmuseet / Vestfoldmuseene 















番目の文字は一より二に見える Henrik Govenius 





左：写真2-11 メルソム砲手の次女 Sigrid［シグリ］。『実地探検捕鯨船』」（江見 1907）の口絵写真と一
致する Henrik Govenius Melsom / Slottsfjellsmuseet / Vestfoldmuseene 
















地域 事業場名 所在地（現在の自治体名） 東洋捕鯨設立参加会社 第二次合併参加会社 大洋漁業系または独立系
北海道 様似 北海道様似郡様似町 内外水産*2
本州 鮫 青森県八戸市 大日本捕鯨
桑浜 岩手県釡石市 内外水産*3
両石 岩手県釡石市 大東捕鯨*5
鮎川 宮城県石巻市 東洋漁業 紀伊水産､長門捕鯨､大日本水産 土佐捕鯨*6
荻浜 宮城県石巻市 帝国水産 内外水産 藤村捕鯨*6
銚子 千葉県銚子市 東洋漁業、大日本捕鯨、東京岩谷商会 大東捕鯨*5
能登 石川県鳳珠郡能登町 東洋捕鯨*1
二木島 三重県熊野市二木島町 大日本捕鯨
太地 和歌山県東牟婁郡太地町 帝国水産 大東捕鯨*5
大島 和歌山県東牟婁郡串本町 東洋漁業、長門捕鯨 大日本水産
串本 和歌山県東牟婁郡串本町 太平洋漁業*3 紀伊水産*4、内外水産、大日本水産*4
仙崎 山口県長門市仙崎 長門捕鯨
四国 宍喰 徳島県海部郡海陽町 東洋漁業
甲浦 高知県安芸郡東洋町 東洋漁業、長崎捕鯨、大日本捕鯨
浮津 高知県室戸市 内外水産 大東漁業*5､ 土佐捕鯨、丸三製材
清水 高知県土佐清水町 東洋漁業、長崎捕鯨、帝国水産 内外水産










朝鮮 新甫 北朝鮮咸鏡南道新浦市 東洋捕鯨*1
長箭 北朝鮮江原道高城郡長箭邑 東洋漁業、長崎捕鯨
蔚山 大韓民国蔚山広域市南区 東洋漁業、長崎捕鯨、日韓捕鯨
巨済島 大韓民国慶尚南道巨済市 東洋捕鯨*1 *9
設置者の典拠：無印は明石編 1910: 241‒268、*1 明石編 1910の地図、*2 様似町史編さん委員会 1992: 777、*3 釡石事業場長必携、*4 串本町 1924: 






地域 根拠地名 所在地（当時の住所） 日本水産 大洋漁業 遠洋捕鯨 鮎川捕鯨 備考
北千島 北海道幌筵島擂鉢 ◎
乙前 北海道幌筵島乙前 ◎
梅浦 北海道新知島梅浦 ＊ ★ 日本海洋漁業協議会（1951）にあり
蘂取 　〃　蘂取郡蘂取村幌琴 ○ 択捉島
　〃　紗那郡紗那村内岡 ○ 択捉島
　〃　紗那郡紗那村有萌 ● ○ 択捉島
単冠 　〃　択捉郡留別村年萌 ○ 択捉島
斜古丹 　〃　北色丹郡色丹村シヤコタン ○ 色丹島
網走 　〃　網走郡網走町 ○ ●
霧多布 　〃　厚岸郡浜中村 ○
厚岸 　〃　厚岸郡厚岸町 ● ○
釡石 岩手県上閉伊郡釡石町 ○ ● ○ ◎




［紀伊］大島 　〃　　　　　　大島村 ○ ○ ○
呼子 佐賀県東松浦郡呼子町 ● ◎
大河内 長崎県上県郡豊崎村 ○ 対馬島
壱岐 　〃　壱岐郡田河村 ○
有川 　〃　南松浦郡有川村 ○ 中通島
外ノ浦 宮崎県南那珂郡南郷村 ○
久根津 鹿児島県大島郡東方村 ○ 奄美大島
樺太 樺太大泊郡知床村札塔 ○ 日本捕鯨業水産組合（1940）では事業場名札塔
長箭 朝鮮江原道高城郡長箭里 ○
九龍浦   〃 慶尚北道迎日郡九龍浦邑柄浦里 ＊ 日本海洋漁業協議会（1951）にあり
蔚山   〃 慶尚南道蔚山郡長生浦 ○
済州島   〃 全羅南道済州郡済州島西帰浦 ○
大黒山島   〃　　〃 　務安郡大黒山島曵里 ○
大青島   〃 黄海道長淵郡白翎面大青島里 ○
於青島   〃 全羅南道沢溝郡米面於青島里 ★
関東州 関東州海洋島会湾西一八〇 ◎ 海洋島、租借地
青島 中華民国山東省青島市荷沢路 ★ 戦時特別措置の許可



















海区番号 根拠地名 海区番号 根拠地名 海区番号 根拠地名 海区番号 根拠地名
1 1 加熊別*1 5 21 鮫 7 41 浮津 11 62 美保関
1 2 乙前／北千島 5 22 桑浜 7 42 土佐清水 10 63 境
1 3 梅浦 5 23 両石 7 43 佐賀関 10 64 舞鶴
3 4 札塔（樺太）*2 5 24 釡石 7 44 細島 10 65 敦賀
1 5 蘂取［しべとろ］ 5 25 牧浜 7 45 外浦［とのうら］ 10 66 宇出津［うしつ］
1 6 有萌［ありもえ］ 5 26 女川 8 46 手打 12 67 楡津［ゆうしん］
1 7 紗那［しゃな］*3 5 27 荻浜 8 47 甑島 12 68 新甫［しんぽ］
2 8 単冠［ひとかっぷ］*4 5 28 大原 8 48 大浜 12 69 長箭［ちゃんぜん］
2 9 内保［ないぼ］ 5 29 鮎川 8 49 黄島 13 70 丑山浦［ちゅうざんぽ］
3 10 宗谷 5 30 女川 8 50 樺島 13 71 九龍浦［きゅうりゅうほ］
3 11 紋別 6 31 銚子 11 51 有川 13 72 長生浦（蔚山）
3 12 網走 6 32 館山 11 52 宇久島 13 73 巨済島［きょさいとう］*6
2 13 斜古丹［しゃこたん］ 6 33 下田 11 53 西帰浦（済州島） 14 74 大黒山島
4 14 根室 6 34 二木島 11 54 呼子 14 75 於青島［おせいとう］
4 15 花咲 6 35 太地 11 55 片島［加部島］*5 14 76 大青島
4 16 霧多布 6 36 串本 11 56 壱岐 14 77 海洋島（関東州）
4 17 厚岸 6 37 紀伊大島 11 57 比田勝 14 78 青島
4 18 釧路 7 38 宍喰［ししくい］ 11 58 西泊 9 79 久根津
4 19 広尾 7 39 甲浦［かんのうら］ 11 59 泉 16 80 大板埒（台湾）
4 20 室蘭 7 40 室戸 11 60 大河内 15 81 小笠原*7
11 61 仙崎 10 82 隠岐
6 83 勝浦*8 4 84 様似*9 3 85 内音［ないおん］*10 11 86 小川島*11
10 87 佐渡*12 10 88 戸賀*12 10 89 張碓［はりうす］*13
*1 下線は操業記録が得られなかった根拠地、*2 （　）は場長必携の事業場名（宇仁 2016）、*3 字名から内岡［なよか］とも呼ばれた
*4 年萌［としもえ］とも呼ばれた、*5 佐賀県立名護屋城博物館編 2006、*6 松本 1906、*7 父島（後に兄島に移転）と母島（徳山 1992: 40‒41）
*8 笠原 1950 、*9 様似町史編さん委員会 1992、*10 岡田 1913、*11 安永 2011、*12 東洋捕鯨営業報告に記録あり、*13 北海道庁 1914
海区は笠原 1950 、番号はTerry 1950 による。［　］は読み仮名。83‒89は原図（Terry 1950）に記載がない事業場
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表2-4 営業報告による1910‒1933年における東洋捕鯨根拠地の分布変化 表2- 近代沿岸捕鯨の事業場の変遷
期 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28
年
記載事業場数 21 26 27 25 26 27 27 27 25 29 34 35 36 32 32 32 32 33 33 33 30 30 31 33 33 33 33 34
操業事業場数 3 9 3 3 11 15 14 14 13 15 19 20 20 23 26 21 22 23 22 23 23 25 24 24 24 22 21 21
樺太 樺太 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 0 0 0
千島 村上湾／23期からは加熊別 0 0 0 0 0 0 0 0
単冠 1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
内保 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0
紗那 1 1 1 1 1 1
斜古丹 1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
北海道 網走 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1
根室 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
霧多布 1 1 1 1 1 1 1 1
白糠 0 0 0 0
様似 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
室蘭 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0
本州 鮫 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1
釡石（11期は桑浜） 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
鮎川 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
荻浜 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
小名浜 0 1 1 1 1 1 1 0
銚子 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
館山 1 0 0 0 0 0
下田 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
戸賀 0 0 0 0 0 0
佐渡 0 0 0 0 0 0 0
宇出津・1期は小木も 1 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
三国／舞鶴／敦賀 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0
美保 0 0 0 0 0 0 0
隠岐 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
二木島 1 1 0 0 1 1 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
太地 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
［紀伊］大島 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
串本 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
仙崎 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0
小笠原 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
四国 宍喰 0 0 0 0 0 0 0 0
甲浦 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0
清水 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0
九州 細島 0 1 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1
甑島 0 0 0
五島／2期から黄島 0 1 0 0 0 1 1 1 1 1 0 0 0 1 1 1 0 1 1 1 0 1 0 1 0 0 0 0
有川／宇久島／有川 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 1 1 0 1 1 1 0 0 0 1
壱岐 1 1 1 1 0
比田勝／16期‒大河内 0 1 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
久根津 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
朝鮮 巨済島 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
蔚山 0 1 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
長箭 0 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 1 1 1
新甫 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 1 0 0 0
楡津 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 0 0
大黒山島 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
大青島 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
済州島 1 1 1 1 1 1 1 1
関東州 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0
青島 0 0 0 0 0
台湾　　恒春／大板埒 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1






#27058, 218405 American Museum of Natural History Library 
 
写真2-14 鮎川事業場では1910年にボック式と斜路式が併用されていた #27142 American Museum of 
Natural History Library 
 
写真2-15 串本の紀伊水産の事業場では1910年で斜路式が用いられていた。中央左、遠くに橋杭岩が見える 














建物名 摘要 間数 坪数
イ 荷役桟橋 板張 2x35, 先端3x4 76
ロ 引揚桟橋 傾斜板張 8x15 120
ハ 裁割場 板張 11x10 10
ニ 小切場 同上 9x8 73
ホ 冷肉桟橋 竹簀張 5x19 95
ヘ 同上 同上 5x16 80
ト 石炭桟橋 板張 3x10 30
チ 製油場 亜鉛葺平屋 7x10 70
リ 骨置場 苫葺平屋 5x8 40
ヌ 氷蔵室 亜鉛葺平屋 10x8 80
ル 塩蔵場 同上 4x10 40
オ 機関室 同上 3x5 15
ワ ウヰンチ場 同上 2x2 4
カ 浴場 同上 2x2 4
ヨ 事務所 同上 5x8 40
タ 税関宿舎 同上 3x4 12
レ 倉庫 同上 10x8 80
ソ 貯炭場 杉皮葺平屋 6x9 54
ツ 鍛冶場 亜鉛葺平屋 2x4 8
ネ 事業夫宿舎 同上 3x5 45
ナ 炊事場 同上 3x5 15
ラ 貯水場 ［空白］ 2x2 4








建物名 摘要 間数 坪数
1 事務所 木造曽木葺 4.5x4 18 事務室応接所、食堂寝室など付属
2 宿舎 木造曽木葺 4x6.5 26 事業夫用
3 宿舎 木造曽木葺 4x2.5 10 事務員用
4 炊事場 木造杉皮葺 5x2.5 12.5
5 引揚解剖場 松丸太打込杉材張 4‒5x16 鯨体引揚げ解剖用
6 裁割場 木造杉皮葺 3x6 海水注入により冷却
7 裁割場 木造錻力板葺 2.5x7.5 海水注入により冷却
8 冷却場 木造杉皮葺 4.5x8 海水散布で血液滴下冷却
9 桟橋 松丸太打込杉材張 3‒4x28.5 径6分スチールワイヤー300尺2台、鯨体解剖用
10 引揚解剖ウインチ場 木造杉皮葺 2.17x3 鯨体引上げ用
11 巻揚解剖ウインチ場 木造杉皮葺 2.3x2.75 水中解剖用
12 貯水桶 径5尺高さ6尺桶3本、捕鯨船運搬船への給水
13 貯水池 3.67x2.5 深さ7尺、機缶および缶詰製造用、沢水使用
14 貯水槽 機関室内5尺立方角形2個
15 塩蔵場 木造杉皮葺 7x11 77 鯨肉塩蔵用
16 倉庫 木造杉皮葺板囲い 4x11.5 46 製油その他用
17 倉庫 木造杉皮葺板囲い 2x5.5 11 一般需用品用
18 採油場 木造杉皮葺板囲い 3x7 21 製油平釡10面
19 採油場 木造杉皮葺板囲い 3.5x7 24 製油平釡7面、原図に番号なし
20 機缶室 木造杉皮葺板囲い 4x8 32 ウインチおよび缶詰製造用、原図に番号なし
21 缶詰製造場 木造杉皮葺 8x8.5 68
22 製缶場 木造杉皮葺壁または板囲 4x10 40 図では28
23 倉庫 木造杉皮葺板囲い 3x5 15 缶詰材料および製品用
24 処理場 松丸太打込松板張 3.75x5
25 運搬用レール 48 缶詰原料鯨肉運搬用
26 鍛冶工場 木造杉皮葺板囲い 2.5x4 10 捕鯨銛の打直し他
27 貯炭場 杉板敷詰 5x7 100‒300トン蓄積
28 事業船碇泊場 原図に番号なし
29 蒸釡 軟鋼製径3.5尺深4尺 2個 缶詰製造用
30 二重釡 軟鋼内部2.5部外部3部板 4枚 缶詰製造用
31 横置式陸用汽機 1台 缶詰製造用









#27363 American Museum of Natural History 
 
写真2-17 背後の丘から見た東洋捕鯨鮎川事業場。白矢印は鯨骨門。門上部の肩甲骨が白く見えている 






































写真2-23 鯨の解剖の見物に多くの人たちが訪れた東洋捕鯨鮎川捕鯨事業場 #26856 American Museum of 
Natural History Library 
 
３章 日本の近代沿岸捕鯨で着業した捕鯨船と砲手 
 １節 沿岸捕鯨船の特徴と総数 
 ２節 ノルウェー人砲手から日本人砲手へ 










































Avalon、Baccalieu、Finの6隻があり（Dickinson and Sanger 2005: 157‒158）、ノルウェー製捕
鯨船の2割にあたる。これらの日本での呼び名は『日本船名録』のカタカナ名称から同定でき、日本
での名称と旧名は、第二東郷丸 Humber、第一太平丸 Neptun、第二太平丸 Falcon（Vikingから
改名）、アヴァロン丸 Avalon、第二大東丸 Baccalieであった。なおノルウェー製捕鯨船のうち 
Fin 号は、Avalonとともに帝国水産が購入したが回航中の紅海で座礁難破したため、代船として諏






を入手したと思われる『Den Moderne Hvalfangsts Historie Bind 2: Verdensfangsten 1883‒
1924』（Tnnessen 1967: 196）やその英語抄訳本『The History of Modern Whaling』














（明石編 1910: 224‒228, 236, 241）、それ以上の具体的な記述は得られなかった。 
捕鯨船の構造とファンネルマーク 
 ノルウェー製の初期型捕鯨船には船体図が残るものがあり、ノルウェー海洋博物館 Norsk 
Maritimt Museum には少なくとも第二東郷丸、諏訪丸、レツクス丸、レギナ丸、曙丸の5隻分が所






























































 アンドリュースの調査日誌でノルウェー人砲手の名前は日本版（Andrews Journal Vol. 3）の鮎
川のメモに現れる。その名前は、Gundersen, A. Kitterson, Melsom, M. Hansen, H. Hansen, O. 
Bogen, N. Skontorf, H. Ellefsen, F. Olsen, A.E. Hurum, Reidar Jacobsen, M. Jacobsen, N. 
Bogen, J. Jorgensen, S. Samualsen, C. Larsen, Y.E. Andersen, F. Gjertsen, A. Augustine, 
Neilsen など20名である。アンドリュースのメモは他の捕鯨会社の砲手が含まれる可能性はあるが
1910年当時は鮎川でも砲手の主体はノルウェー人だったといえる。他方、蔚山では調査日誌
（Andrews Journal Vol. 4）に砲手の名前が見えないが、コククジラのモノグラフでは前出のメイ















































家庭のレポートを残している（Bergman 1931: 195215, 289303）。登場するのは紗那事業場の 









砲手は計11人が従事し、そのイニシャル（姓・名の順）は出現順にM.Y., K.G., F.T., K.S., N.T., 









































































































































































































































































































表3-1 1945年までに就業した沿岸捕鯨船 表3-1 戦前期日本の沿岸捕鯨船
登録船名 建造年 船名録初出 製造地 総トン数 寸法*1 L×W×D 帆船形式 船体番号 使用者*2 元船名および備考
1 弥生丸 1887.7 明治31年 長崎 46t 19.9×3.5×2.2 ‒ 1620 捕鯨組 新造、1896年までは他で使用
2 初鷹丸 1897.4 明治31年 長崎 105t 26.2×4.8×3.1 スクーナー 1659 長崎捕鯨 新造
3 烽火丸 1899.3 明治32年 大阪 124t 27.9×4.7×3.7 スクーナー 1867 長崎捕鯨 新造、当初の船名は西海丸
4 第一長周丸 1899.11 明治33年 東京 122t 29.0×5.1×3.0 スクーナー 5644 日本遠洋漁業 新造
5 オルガ丸 1898 明治39年 ノルウェー 125t 28.4×5.5×3.5 スクーナー 9045 東洋漁業 Olga*4
6 にこらい丸 1895*4 明治39年 ノルウェー 132t 28.5×5.5×3.5 カッター 9329 東洋漁業 НИКОЛАЙ ?, Nicolai*4
7 アイランド丸 1903 明治41年 ノルウェー 110t 28.7×5.1×3.1 スループ 10315 内外水産 Island*4
8 ギヨルギー丸 1894*4 明治41年 ノルウェー 136t 28.6×5.5×4.1 スクーナー 10328 内外水産 ГЕОРГIИ*5, Georgii*4
9 第二東郷丸 1902 明治41年 ノルウェー 115t 28.4×5.2×3.2 スループ 10360 長崎捕鯨 Humber*4
10 第二大東丸 1905 明治41年 ノルウェー 112t 28.9×5.2×3.1 スループ 10367 大東漁業 Bacalien*4
11 六甲丸 1907.10 明治41年 大阪 135t 30.4×5.3×3.2 スループ 10376 範多竜太郎 新造、後に第六捕鯨丸に改名*8
12 第三東郷丸 1907.1 明治41年 大阪 152t 33.1×5.3×3.6 スクーナー 10377 長崎捕鯨 新造
13 曙丸 1906.2 明治41年 ノルウェー 113t 28.6×5.2×3.1 カッター 10416 東洋漁業 Queen Alexandra*4
14 いなつま丸 1906.10 明治41年 ノルウェー 116t 28.6×5.2×3.1 スクーナー 10419 東洋漁業 新造
15 いかつち丸 1906.10 明治41年 ノルウェー 116t 28.6×5.2×3.1 スクーナー 10425 東洋漁業 新造
16 神功丸 1906.5 明治41年 ノルウェー 111t 28.6×5.1×3.1 スクーナー 10471 長門捕鯨 新造、レギナ号の代船*8
17 レックス丸 1902.5 明治42年 ノルウェー 119t 28.6×5.2×3.2 スループ 10523 東洋漁業 Rex*4
18 第一太平丸 1904 明治41年 ノルウェー 111t 28.2×5.1×3.2 スループ 10812 太平洋漁業 Neptune*4
19 第二太平丸 1902.1 明治41年 ノルウェー 122t 28.4×5.2×3.3 ‒ 10820 太平洋漁業 Falcon*4
20 第一東郷丸 1906.1 明治41年 ノルウェー 112t 28.6×5.2×3.1 スクーナー 10841 長崎捕鯨 新造
21 福志満丸 1904*4 明治41年 ノルウェー 111t 28.4×5.1×3.2 スループ 10843 町田丑子 Röskva*4
22 丸三丸 1907.8 明治42年 ノルウェー 116t 28.5×5.3×3.0 スクーナー 10850 丸三製材 新造
23 アヴアロン丸 1904 明治41年 ノルウェー 110t 28.4×5.0×3.0 カッター 10895 帝国水産 Avalon*4
24 第一捕鯨丸 1903 明治41年 ノルウェー 103t 27.1×5.1×3.2 スループ 10897 大日本捕鯨 Kap Nord*4
25 漣丸 1906 明治42年 ノルウェー 120t 28.8×5.2×3.3 ‒ 10914 紀伊水産 Hjorlisfur*4
26 第三捕鯨丸 1902 明治42年 ノルウェー 109t 28.6×5.2×3.2 スループ 10915 大日本捕鯨 Selvik*4
27 第五捕鯨丸 1898 明治42年 ノルウェー 103t 26.9×5.0×3.2 スループ 10916 大日本捕鯨 Nordebble*4
28 諏訪丸 1898 明治42年 ノルウェー 114t 28.6×5.2×3.2 スループ 10917 帝国水産 新造
29 第二捕鯨丸 1907.7 明治41年 大阪 132t 30.2×5.2×3.3 スループ 11050 大日本捕鯨 新造
30 天富丸 1907.5 明治42年 ノルウェー 123t 28.5×5.3×3.0 スクーナー 11059 東海漁業 新造
31 第一大東丸 1907.6 明治42年 ノルウェー 120t 29.5×5.3×3.1 スクーナー 11093 大東漁業 新造
32 第五東郷丸 1890*4 明治43年 ノルウェー 82t 25.5×5.0×2.8 ‒ 12133 東洋捕鯨 Snorri Sturlason*11
33 千鳥丸 1903 明治43年 ノルウェー 108t 28.4×5.1×3.2 スループ 12167 紀伊水産 Thor*4
34 第一博運丸 1906 明治43年 ノルウェー 112t 28.7×5.2×3.1 ‒ 12438 大日本水産 Faula*4
35 第二博運丸 1906 明治44年 ノルウェー 112t 28.7×5.2×3.1 ‒ 12439 大日本水産 Busta*4
36 第二神功丸 1910.6 大正2年 大阪 130t 30.2×5.2×3.2 ‒ 13372 長門捕鯨 新造　【以上､初期型】
37 鯨洋丸 1912.5 昭和3年 イギリス 195t 32.1×6.4×3.9 ‒ 29082 遠洋捕鯨 Saima*7【以下､後期型】
38 鮎川丸 1925.9 昭和4年 大阪 181t 30.9×6.2×3.9 ‒ 31165 鮎川捕鯨 新造
39 第一元日丸 1926.4 昭和22年 大阪 216t 37.1×6.5×3.9 ‒ 33571 日本海洋漁業 新造
40 昭和丸 1928.5 昭和4年 ノルウェー 187t 31.4×6.3×3.9 ‒ 33852 東洋捕鯨 新造
41 第二昭和丸 1930.1 昭和6年 ノルウェー 196t 31.6×6.5×3.9 ‒ 36156 東洋捕鯨 新造
42 第五昭和丸 1924 昭和11年 イギリス 219t 33.8×7.1×4.1 ‒ 39661 日本捕鯨 Galicia*10
43 第三昭和丸 1926 昭和11年 ノルウェー 222t 43.0×7.1×4.1 ‒ 39662 日本捕鯨 Leslie*10
44 第六昭和丸 1925 昭和11年 ノルウェー 217t 33.8×6.7×4.2 ‒ 39663 日本捕鯨 William Wilson*10
45 澤捉丸 1912 昭和11年 イギリス 207t 32.4×6.5×4.1 ‒ 39664 日本捕鯨 Sitka*10
46 色丹丸 1912 昭和11年 イギリス 207t 32.4×6.5×4.1 ‒ 39665 日本捕鯨 Symra*10
47 メイン号 Main*4 ノルウェー ノルウェー 新造、長崎捕鯨や東洋捕鯨で傭船として操業した*8
48 レギナ号 Regina*3 ノルウェー ノルウェー 新造、日本遠洋漁業や東洋漁業で傭船として操業、1905.12月沈没*8
フィン号 Fin*6 ノルウェー ノルウェー Tønnessen 1967 では Finn、日本遠洋漁業にて傭船契約するも紅海で座礁沈没*9
記載は船体番号順。*1 尺はメートルに変換した。*2 総トン数、寸法、使用者は初出のもの。元船名は「日本船名録」ではカタカナ表記のため、
次の文献から得た：*3 Tønnessen 1967、*4 Lloyd's Register of British and Roeign Shipping、*5 本論の写真、*6 Dickinson and Sanger 2005



















捕鯨船名 1914 1915 1916 1917 1918 1919 1920 1921 1922 1923 1924 1925 1926 1927 1928 1929 1930 1931
一東郷丸 1 1
五捕鯨丸 1 1 1
一太平丸 1 1 1 1 1 1 1 1
電丸 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
アヴァロン丸 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
三捕鯨丸 1 1 1 1 1 1
一捕鯨丸 1 1 1 1 1 1 1
二太平丸 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
神功丸 1 1 1 1
二神功丸 1 1 1 1 1 1 1 1 1
オルガ丸 1 1
千島丸 1 1 1 1 1 1 1 1
一博運丸 1 1 1 1 1 1 1 1 1
アイランド丸 1 1 1 1 1 1
天富丸 1 1 1 1
二博運丸 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
二東郷丸 1 1 1 1
諏訪丸 1 1 1 1 1
ギヨルギー丸 1 1 1
五東郷丸 1
レツクス丸 1 1 1 1
六甲丸（巾着網） 1 1 1 1 1
漣丸 1 1 1 1 1 1 1 1 1
曙丸 1
にこらい丸 1
三東洋丸 1 1 1 1
一元日丸 1 1
在籍船数 6 5 7 6 12 8 10 9 9 9 12 9 9 9 8 8 8 9
東洋捕鯨鮎川事業場に在籍した捕鯨船（1918年度）
捕鯨船名 加入 離脱 日数 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月
千島丸 3/18 5/19 63
第一博運丸 3/29 12/3 250
第二博運丸 6/9 7/3 25
天富丸（1回目） 4/22 6/25 65
天富丸（2回目） 9/9 9/26 18
アイランド丸 10/29 1/13 77
第二東郷丸 5/13 9/2 113
第一東郷丸 5/23 9/10 111
第二神功丸 7/28 9/16 51
第三捕鯨丸 9/13 10/8 26
アヴァロン丸 9/17 11/20 65
第二太平丸 10/28 1/13 78
諏訪丸 10/27 11/21 26




*1 明石編1910の写真掲載砲手、*2 Andrews Journals、*3Andrews 1911、*4 Bergman 1931、*5 Dickinson and 
Sanger 2005、*6 1914‒1916, 1923, 1927は「ヒュールム」、*7 Torstein Sjövold 氏の祖父、*8土佐捕鯨でも同名の砲




明石1910 RCA*2 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32
1 エー、エー、ワルビー A. A. Walby 1
2 カクテン 1
3 フヲイン 1 1
4 ピーターソン／ピータセン Pertersen 1
5 N. Bogen 1
6 O. Bogen 1
7 H. Ellefsen 1
8 Gundersen 1
9 M. Jacobsen 1
10 J. Jorgensen 1
11 C. Larsen 1 1
12 ［クリステン　ニルセン］ Nielsen 1 1
13 Reider Jacobsen 1
14 （イー）アンダーセン Y.E. Andersen*1 1 1 1 1 1 1
15 ゼイ　アンダーセン 1
16 ハリー　アンダーセン 1 1 1 1 1
17 イブンセン 1
18 エフ、オルセン Fred Olsen*1*3 1 1 1
19 ［アーニ］　エレフセン Arne Ellefsen*4 1 1 1 1 1
20 オーカ［ガ］スチン A. Augustin*1 1 1
21 オルセン 1 1 1 1 1 1
22 カールセン 1 1 1 1 1 1 1 1 1
23 オー　カールセン 1
24 キッテルセン A. Kittelsen 1 1 1 1 1
25 キナンダー 1 1 1 1 1 1 1 1
26 ［ニルス］クリステ［チャ］ンセン 1 1 1 1
27 ゲルトセン F. Gjertsen*1 1 1
28 サミュールセン S. Samuelsen*1 1 1 1
29 ジヤコブセン／ヤコブセン C. Jacobsen*1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
30 アール　ジヤコブセン R. Jacobsen 1 1 1 1 1 1 1
31 エーピー　ヤコブセン 1
32 ピー　ジヤコブセン 1
33 スコントルプ N. Skontorp 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
34 スヨーボルド［ト］ Nicolai Sjøvold*7 1 1 1 1 1 1
35 ゼンセン 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
36 ［タ］デビットセン Emile Davidsen*5 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
37 トールベルヒ*9
38 オラス　ニルセン 1
39 ［ハンス］　ハンセン H. Hansen*1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
40 エムエチ　ハンセン M. Hansen*1 1 1 1 1
41 ハンス　ヒュールム Hans Hurum*4 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
42 ［アントン］エー　ヒュールム*6 A.E. Hurum*1 1 1 1 1 1 1 1 1
43 ビンセン 1
44 ブロンニツク 1 1 1 1 1 1 1
45 ［オラウス］ペテルセン 1 1 1
46 ボーゲン C. Bogen*1 1
47 ミカルセン 1 1
48 ［エチジー］メルソム／メルソン G. Melsom*1 1
49 メルソム M. Melsom 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
50 エ　デー　メルソム 1
51 ヂイ・エー ヨハンセン 1
52 ヨハンセン 1 1 1 1 1 1 1 1
53 ヨンセン 1 1 1 1 1
54 オツタル、ヨルゲンセン 1 1
55 ラルセン／ラーセン O. Larsen*1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
56 エッチ　ラーセン 1 1
57 エル　ラーセン 1 1 1 1 1 1
58 エム　ラーセン 1
59 エルラーセン*8 Ludvig Larsen*4 1 1 1 1 1 1 1 1 1
計 18 20 10 11 14 12 12 14 18 16 14 14 15 7 14 9 10 10 8 4 1
*1 明石編1910の写真掲載砲手、*2 Andrews Journals、*3Andrews 1911、*4 Bergman 1931、*5 Dickinson and Sanger 2005、






























































LM 1914 1915 1916 1917 1918 1919 1920 1921 1922 1923 1924 1925 1926 1927 1928 1929 1930 1931
,=3BDGH 80 90 70 67 100 73 73 100 73 69 71 60 78 78 78 60 36 38
,=3BDJS 8 9 7 6 6 8 8 7 8 9 5 6 7 7 7 6 4 3
[PJS 10 10 10 9 6 11 11 7 11 13 7 10 9 9 9 10 11 8
:A A 1 1 1 1
892 A 1 1 1 1 1
$&= A 1 1
.9B=5 1 1 1 1 1
-A.9B=5 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
m.s. 1 1 1 1 1 1
9A(=3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
= A 1 1 1 1









!A A 1 1 1 1 1 1
@B0B892 A 1
B=892 A 1 1
1BA#B A 1 1
*A#B 1 1 1
@'B6="5 1
l.q. 1 1
r.l. 1 1 1 1
B= A 1 1 1 1 1 1 1 1
6="5 1 1 1 1 1 1 1
-A A 1 1 1 1 1
g.p. 1 1 1
#/$) A 1 1 1
o.l. 1 1 1 1 1 1 1
g.r. 1 1 1
2?A+% 1 1 1 1 1
@>1 A 1 1 1 1 1 1
\X 1
h.q. 1 1





k.s. 1 1 1
m.q. 1 1
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1924 台湾 1/8 4/11
鮎川 6/12 11/19











































図3-3 スコントルプ砲手の離日を伝える新聞（河北新報 1930.4.28） 
 
 
写真3-2 鮎川事業場のノルウェー人砲手と家族。1910年7月 #27370 American Museum of Natural 










名称 脊美 白長須 長須 座頭 抹香 鰯 克 計
鮎川 2 105 647 49 2,649 2,265 5,717
蔚山 1 7 2,114 68 2 2 1,022 3,216
紗那 20 0 21 0 2,636 4 2,681
斜古丹 3 13 880 21 257 1,095 2,269
釡石 1 44 215 13 479 1,401 1 2,154
単冠 12 1 647 4 71 1,257 1,992
鮫 2 48 1,304 19 33 504 1,910
紀伊大島 12 287 61 81 309 935 1 1,686
小笠原 7 21 4 691 440 500 1,663
大黒山島 2 2 1,218 41 0 0 1,263
霧多布 9 18 249 20 419 394 1,109
関東州 0 0 967 14 0 3 5 989
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1909 1911 1913 1915 1917 1919 1921 1923 1925 1927 1929 1931 1933 1935 1937 1939 1941 1943 1945
背美 白長須 長須 座頭 鰛 抹香 番外マコ
1932年以前の捕獲数：大東捕鯨
呼子 浮津 太地 鮎川 荻浜 釡石 両石 花咲 網走 紋別 その他 計 備考
1907 46 31 77 鯱3
1908 36 48 84
1909 6 18 19 103 146
1910 7 38 14 56 115
1911 3 2 28 11 101 145 鯱5
1912 0 全項目空白
1913 5 7 105 117
1914 6 13 9 119 147
1915 8 2 4 185 199
1916 9 56 152 217
1917 9 35 52 100 196
1918 10 35 159 112 316
1919 0 0 0 0 0 漁場別捕獲高不明 177 鯱2
1920 0 0 0 0 漁場別捕獲高不明 132 巨頭4
1921 0 0 0 0 漁場別捕獲高不明 197
1922 15 9 127 74 225 鯱1
1923 8 8 84 60 160
1924 11 3 26 58 98
1925 3 9 64 41 117 鯱1
1926 4 7 46 79 136
1927 10 4 56 58 128
1928 1 22 47 34 104
1929 7 40 39 55 141
1930 6 42 7 15 53 22 145
1931 7 5 19 58 25 3 18 135
1932 12 61 40 4 117
















1907 289 340 340 46 28 368
1908 239 220 239 36 22 261
1909 196 - 196 37 23 219
1910 143 103 143 45 28 171
1911 119 240 240 30 18 258
1912 71 236 236 0 236
1913 29 58 58 7 4 62
1914 52 123 123 13 8 131
1915 21 57 57 6 4 61
1916 72 75 75 56 34 109
計 1231 1452 1707 276 170 1877
   
４章 鯨肉食は食の近代化のなかで普及した 
 １節 近世の料理書に現れる鯨料理と使用部位 
 ２節 鯨肉食は近代和風惣菜として普及した 












石編 1910: 184‒189，渋谷 1967: 2‒5）、後に東洋捕鯨の社長となる岡十郎も同社の設立時期の講
演において食用鯨肉の生産が日本の近代捕鯨の主要目的と述べ（明石編 1910: 8‒9）、戦時中に出



























































































































れいにつくりて かけんよく塩を出し さつと湯煮」、続く白和えでは「前のことく よき魚をし
ほかげんよく出し」とある（高正 2013: 43‒44）。部位の判断は困難だが、湯通しが「さっと湯
煮」する程度であること、酢味噌和えの「ほそくきれいにつくりて」という記述から白皮としてお















































味抄』（1730）は刺身の部で「鯨 皮身ともにうすく切 ゆがき 水に晒し」、和え物の部で「鯨 
鱶 ゆがきて 芥子 山葵みそ にんにくみそ」と記す（高正 2013: 42‒43）。刺身の素材は白皮
であり、和え物については素材を説明する文面がないが、刺身とおなじ「鯨」を用いており、同一
の書籍のなかであるので、これも白皮と考える。『料理珍味集』（1764）には「鯨蕎麦切」の材料
































































「鯨豆腐」を掲載している（井上 1902: 58）。『佳節儀式料理 赤堀料理全書第49編』（赤堀 
1917: 109‒110）では、白玉で脂身、昆布で黒皮を表した「鯨白玉」を紹介している。また別の著
    
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   
価格を考慮して刺身に適した鯨種や部位が定まっていたこと、価格を牛肉より低廉にしようとして
いたことがわかる（本社 1937）。 































































































































































































































































































































































道省編 1921a: 地図）、北海道の網走へも1912年に達していた（鉄道省編 1921b: 118‒119）。他
方、1920年現在で紀伊半島に開通した鉄道は新宮勝浦間のみ、高知県はまったく未開通であった











































































































































































書名 記事名 記事での素材の表記あるいは識別点となる記述 判断した部位
伴源平編（1887）日本西洋支那三風料理滋味之饗奏. 72pp., 赤志忠雅堂出版, 大阪.
鯨の葛あんかけの方 塩蔵鯨の肉［み］ 不明
白ごま汁（汁之部） 皮くじら 白皮












高知県尋常中学校女子部卒業生編（1892）割烹授業日誌第一輯. 21丁, 私家版, 高知.
皮鯨はんべん 鯨肉→誤植と判断 見立て料理（白皮）
西野たつ・一圓とよ（1893）割烹授業日誌第二輯. 26丁, 私家版, 高知.
鯨附焼 鯨 赤肉
皮鯨味噌汁 皮鯨 白皮
東生鉄五郎編（1894）日用素人料理. 169pp., 袋屋書店,  東京.
鯨なべ 鯨 不明
刺身　鯨 鯨 白皮
























竹堂王人（1901）和洋日用料理. 200pp., 小川尚栄堂, 東京.
第二編料理法　第一章魚類料理　○鯨の白あへ 鯨の肉 赤肉
第二編料理法　第二章精進料理法　○鯨くわゐ くわゐ、昆布 見立て料理（白皮）








井上善兵衛述（1902）割烹料理教授用総菜三百種. 180pp., 大日本図書, 東京.
鯨豆腐 豆腐、昆布 見立て料理（白皮）
鯨汁 黒皮、白皮 白皮








書名 記事名 記事での素材の表記あるいは識別点となる記述 判断した部位
鯨　酢の物の作り方 塩鯨 白皮
赤松登美子（1905）お手軽料理 細君の腕前. 146pp., 名倉昭文舘, 大阪.
汁物料理　鯨汁 塩鯨、白き肉［み］ 白皮
汁物料理　皮鯨汁 皮鯨 黒皮
家庭倶楽部編（1906）四季和洋料理. 250pp., 井上一書堂, 大阪.
鯨汁（味噌仕立て、清汁） 鯨 不明
横山順述・大村忠二郎校閲（1902）料理の枝折. 144pp., 明昇堂, 大阪.
鯨汁 塩鯨（赤みあらば其所だけを、そぎ取り） 白皮
酢の物　鯨 塩鯨（細く作りて塩を出し、さつと湯がきて清水にて洗ひ）白皮
赤堀吉松・赤堀峰松・赤堀菊子（1908）惣菜料理　家庭百科全書第10編. 263pp., 博文館, 東京.
鯨肉の調理法（醤油煮、生姜煮、塩焼き、朝鮮焼き、味噌煮） 生鯨肉［なまくじら］ 赤肉
無署名（1910）軍隊料理法. 川流堂, 東京. 145pp.
「皮鯨」第一章調理ノ心得第七節煠［ゆで］方其二魚鳥獣肉類 皮鯨 白皮
亀井まき子（1911）洋食の調理　家庭百科全書第30編. 282pp., 博文館, 東京.
鯨肉味噌あへ 鯨肉 白皮
赤堀喜久・赤堀峰吉（1912）家庭年中料理の仕方. 300pp., 岡村書店, 東京.
盂蘭盆の献立　鯨白玉 黒皮は椎茸入り白玉、脂身は白玉 見立て料理（白皮）
観月の献立　汁 さらし鯨肉 白皮
割烹講習会編（1913）四季家庭料理. 300pp., 岡田文祥堂, 大阪.
盂蘭盆の献立　鯨白玉 黒皮は椎茸入り白玉、脂身は白玉 見立て料理（白皮）
観月の献立　汁 さらし鯨肉 白皮
浪速料理会（1914）家庭料理法. 300pp., 精華堂書店, 大阪・東京.
さらし鯨の山椒酢味噌 鯨のよき肉 白皮
観月の献立　汁 さらし鯨肉 白皮
中川愛水（1916）四季の料理. 182pp., いろは書房, 東京.
三月　湯がきて作る刺身　鯨 白皮 白皮




赤堀峰吉ら４名（1917）四季の料理　附養生食物の拵方　赤堀料理全書第一編. 220+84pp., 大鐙閣, 東京・大阪.
くじら白玉　精進膳部献立　111吸物の加減　 黒皮は椎茸粉入りの白玉、脂身は白玉 見立て料理（白皮）
精進膳部献立　122さらし鯨肉［くぢら］ 塩漬鯨皮 白皮





































東洋捕鯨第1期 肉類販売月別表（1909.5.7‒191 .4.30） （円）　
大阪 兵庫 下関 博多 その他 計 ％
5月 0 0 0 6,941 5,646 12,586 1.1
6月 0 0 0 23,183 9,617 32,799 3.0
7月 0 0 4,074 12,179 24,144 40,397 3.7
8月 0 0 0 1,775 13,651 15,426 1.4
9月 0 0 0 0 203 203 0.0
10月 14,432 3,785 12,471 33,695 5,663 70,046 6.4
11月 19,699 13,100 40,798 48,888 7,461 129,946 11.8
12月 28,541 11,573 77,790 94,336 19,538 231,777 21.1
1月 24,299 17,224 45,034 54,432 22,346 163,334 14.8
2月 18,613 6,979 61,408 101,824 18,034 206,857 18.8
3月 12,800 7,559 32,246 26,617 15,298 94,519 8.6
4月 4,128 1,092 21,818 56,582 18,423 102,042 9.3
　計 122,510 61,312 295,638 460,451 160,023 1,099,934 100.0













期 開始年 平均 夏期 冬期 製品販売金額 当期純益金 捕獲頭数 期間
1 1909 1,565 580 1,950 1,404,090 423,483.561 897 1909.5.2‒1910.4.30
2 1910 1,609 641 2,155 1,444,976 414,014.479 898 1910.5.1‒1911.4.30
3 1911 1,265 689 2,006 1,186,095 266,673.021 937 1911.5.1‒1912.1.31
4 1912 1,227 893 1,725 516,809 70,701.781 421 1912.2.1‒1912.7.31
5 1912 1,940 945 2,164 782,018 232,516.701 403 1912.8.1‒1913.1.31
6 1913 1,220 913 1,809 655,462 115,162.264 537 1913.2.1‒1913.7.31
7 1913 1,990 923 2,336 877,646 266,270.374 441 1913.8.1‒1914.1.31
8 1914 1,420 999 1,963 705,985 136,204.746 497 1914.2.1‒1914.7.31
9 1914 1,599 616 1,865 727,800 165,329.737 455 1914.8.1‒1915.1.31
10 1915 1,235 601 1,788 1,337,530 341,750.634 1,083 1915.2.1‒1916.1.31
11 1916 1,535 884 2,333 1,936,801 577,072.401 1,261 1916.2.1‒1917.1.31
12 1917 2,169 1,127 3,410 2,937,067 872,101.834 1,354 1917.2.1‒1918.1.31
13 1918 2,350 1,424 4,283 3,498,181 コピー欠落 1,488 1918.2.1‒1919.1.31
14 1919 3,319 4,096,340 1,216,610.190 1,234 1919.2.1‒1920.1.31
15 1920 3,546 3,457,847 458,615.537 975 1920.2.1‒1921.1.31
16 1921 2,486 2,713,306 229,883.324 1,091 1921.2.1‒1922.1.31
17 1922 2,468 2,715,693 443,844.580 1,100 1922.2.1‒1923.1.31
18 1923 2,688 3,089,235 578,519.390 1,149 1923.2.1‒1924.1.31
19 1924 2,798 3,489,536 601,770.926 1,247 1924.2.1‒1925.1.31
20 1925 2,714 3,195,232 539,181.211 1,177 1925.2.1‒1926.1.31
21 1926 2,402 2,985,693 418,356.002 1,243 1926.2.1‒1927.1.31
22 1927 2,627 3,050,605 490,727.270 1,161 1927.2.1‒1928.1.31
23 1928 3,014 2,966,382 505,046.412 984 1928.2.1‒1929.1.31
24 1929 2,822 2,847,737 430,682.942 1,009 1929.2.1‒1930.1.31
25 1930 1,696 1,914,838 記載なし 1,129 1930.2.1‒1931.1.31
26 1931 1,924 1,601,554 記載なし 832 1931.2.1‒1932.1.31
27 1932 2,161 1,614,537 18,234.230 747 1932.2.1‒1933.1.31













































































































   
５章 沿岸捕鯨が近代鯨類学を導いた 
 １節 近世の鯨類知識によるナガスクジラ属の分類 
 ２節 東洋捕鯨が定着させた鯨類和名 
 ３節 アンドリュースの鯨類調査の再評価 













































































はなく正体（正立体）で記されている。活字どおりに記すと、RIGHT WHALE. Balaena antarctica 
背美鯨 セミクヂラ、CALIFORNIA GRAY WHALE, OR DEVIL-FISH. Rhachianectes glaucus 小
鯨 コクヂラ、HUMPBACK WHALE. Balaenoptera antarctica 座頭鯨 ザトウクヂラ、SULPHUR 
BOTTOM OF PACIFIC. Sibbaldius sulfureus 長簀鯨 ナガスクヂラ、PIKE WHALE. 




















































































































































































*1 ANDREWS, ROY CHAPMAN; FOLDER III-1, Expedition, 1908‒'15; Andrews to Nagasawa, 
















































































のマッコウクジラを捕獲したのは、レックス丸の Fred Olsen オルセン砲手だった（Andrews 
1911: 21‒24 AMJ1911）。骨格は日本郵船の定期船で横浜に送られ、そこから蒸気船 Welsh 

































*2 From Andrews to Allen, Jun. 5, 1910 Aikawa, FOLDER II-2, 1909-'20 Allen, J. A. Corres. 
*3 From Andrews to Allen, Jul. 25, 1910 Aiukawa, FOLDER II-2, 1909-'20 Allen, J. A. 
Corres. 



















 アンドリュースが書いたコククジラの調査報告書『The California Gray Whale (Rhachianectes 
glaucus Cope)』（Andrews 1914）は、写真が多数収録されたB4版に近い大判で約100ページの大
作であり、コククジラ西部個体群に関する唯一のまとまった論文として現在に至るまで引用が続い
ている（Omura 1984、Jones 2009など）。 
４）標本 

































































ANDREWS, ROY CHAPMAN; FOLDER III-1, Expedition, 1908‒'15; Nagasawa to Andrews, 23 
June 1915 および Andrews to Nagasawa, 12 Nov. 1915 そしてアンドリュースが上司のアレン
学芸員に宛てた手紙 ANDREWS, ROY CHAPMAN; FOLDER II-2, Allen, J. A. Corres. 1909‒'20; 





館に出掛け自ら標本の観察を行い、帝室博物館の槌鯨には房州勝浦産の Berardius bairdii と横須










論文で言及された種は、槌鯨 Berardius bairdi[i]、槌鯨（赤坊鯨）Ziphius cavirostris、抹香鯨（眞
甲鯨） Physeter macrocephalus 、兒鯨（小鯨）Rhachianectes glaucus 、座頭鯨 Megaptera 
nodosa 、鰯鯨 Balaenoptera borealis 、小鰯鯨（鰹鯨？）B. acuto-rostrata、白長簀鯨 B. 
  
musculus 、長簀鯨 B. physalus 、矮鯨 チヤボクヂラ Neobalaena marginata ［コセミクジ
ラ］、脊美鯨（世美鯨） Balaena glacialis 、北極鯨 B. mysticetus の12種を既知とし、























   
musculus ［シロナガスクジラ］と B. physalus ［ナガスクジラ］はともに「ながすくじら」と同
じ名前で呼ばれており、前者は後者の色彩変異と考えて「しろながす」と呼ぶ、７）しかしながら
数種を除いて標本を調査したことがないのは残念である、８）日本語文献から考え得る日本近海の
鯨類は次ぎのとおりである。Berardius bairdii 「つちくじら」、Ziphius cavirostris 「つちくじ
ら」［アカボウクジラ］、Physeter macrocephalus 「まっこうくじら」、Rhachianectes glaucus 
「こくじら」「あおさぎ、あかさぎ、しろさぎ、しゃれ」はアンドリュースの論文を読んで年齢に
よる色彩変異と考えるようになった、 Megaptera nodosa 「ざとうくじら」、Balaenoptera 
acuto-rostrata 「いわしくじら」、B. borealis 「上［いわしくじら］に同じ」、B. physalus 「な
がすくじら」、Balaenoptera musculus 「しろながすくじら」、 Neobalaena marginata 「日本









ドリュースは用いていない。内容は、１）Tsuchi-kijura (Ziphius cavirostris) ［この手紙中でアン
ドリュースは kijura という表記を使い続けている。アカボウクジラ］と Balænoptera acuto-
rostrata ［aeは合字、ミンククジラ］に興味を持った、２）アカボウクジラとミンククジラを日本
で最初に記録したのは自分が知る限り永澤氏だ、２）日本では捕鯨者に胸びれに白帯のある小さい
鯨について聞いたが知る者は誰もいなかった、３）大西洋の B. acuto-rostrata とスカモンがアラ




だ、６）「ながすくじら」は B. physalus ［ナガスクジラ］、「しろながすくじら」は B. 
musculus ［シロナガスクジラ］と同定した、７）「ざとうくじら」は Megaptera nodosa ［ザト
ウクジラ］である、７）Neobalæna marginata ［aeは合字、コセミクジラ］が日本近海にいると
は考えない、８）日本では他に Tursio borealis ［セミイルカ］、Globicephalus scammoni ［コ
ビレゴンドウの地方型タッパナガ］、Lagenorhynchus obliquidens ［カマイルカ］、そして新属




















豚）」、Delphinus delphis ［まま］「スヂイルカ（筋海豚）」、Tursio borealis 「セミイルカ
（脊美海豚）」、Lagenorhynchus obliquidens 「カマイルカ（鎌海豚）」、Neophocæna 
phocænoides ［aeは合字］「スナメリクヂラ、ナメノウヲ」、Phocæna phocœna ［oeは合字］
「ネズミイルカ（鼠海豚）」、Phocænoides tru[e]i 「トルーイルカ」［イシイルカ（リクゼンイ












宛ての手紙 ANDREWS, ROY CHAPMAN; FOLDER II-2, Allen, J. A. Corres. 1909‒'20; RCA to 
Allen from Oshima, 9 Mar. 1910 では、GotoとYatsuの両博士から東京の Government Bureau 
of Science への招待状を受け取り、参加の意思を記している。会合の目的は、Goto と Yatsu から
クジラの統計と経済的な話についてアンドリュースにも一緒に考えて欲しいというものである。
Goto と Yatsu に関しては、他の情報がないので人物の特定は困難だが、Yatsuという名字はめず
らしいので、谷津直秀ではないかと想像する。谷津（1911）は、わずか4行の短報であるがアンド
リュースについて記している。全文を引用すると「Roy C. Andrews は紐育［ニューヨーク］博物























































Table 1. Whales examined by RCA at Kii-Oshima and Ayukawa Stations from RCA Journals, in 1910
番号* 日付 種 性 全長 調査日誌のページ 備考
No. Date Species Sex TL pages of Journal Notes
（紀伊）大島事業場 At Kii-Oshima Station
1 4-Apr Blue whaleシロナガスクジラ f no data 5–9 Male foetus 18 inch, AMNH-34869
2 6-Apr Sei whaleイワシクジラ m 1007 cm 10–14
3 8-Apr Killer whaleシャチ f 670 cm 15–22 AMNH-34844
4 13-Apr Sei whale f 1350 cm 23–27 AMNH-34871
5 13-Apr Sei whale f 1460 cm 28–31
6 14-Apr Finback whale　ナガスクジラ m 1865 cm 32–34
7 14-Apr Blue whale m 2275 cm 35–38
8 15-Apr Blue whale m 2205 cm 39–41
鮎川事業場 At Ayukawa (Aikawa) Station
9 20-May Finback whale m 1845 cm 42–44
10 20-May Finback whale f 1980 cm 45–46 Contained fetus
11 22-May Finback whale m 1805 cm 47–50
12 22-May Finback whale m 1860 cm 51–53
13 22-May Finback whale m 1860 cm 54–55
14 24-May Blue whale f 2380 cm 56–58
14a 24-May Blue whale (foetus 胎児) f 1660 mm 59–60
15 25-May Finback whale f 1735 cm 61–62
16 28-May Finback whale m 1910 cm 63–65
17 29-May Finback whale m 60 ft 66–67
18 1-Jun Pacific whtie-sided dolphin m 1710 mm 125–131 カマイルカ　AMNH M-31418
19 8-Jun Sei whale m 1350 cm 68–78
20 9-Jun Finback whale f 66 ft 79–82
21 9-Jun Humpback whaleザトウクジラ m 880 cm 83–85
22 10-Jun Finback whale f 1830 cm 86–88
23 11-Jun Finback whale f 1465 cm 89–91
24 11-Jun Sei whale m 1455 cm 92–95
25 12-Jun Humpback whale m 46´7´´ 96–98, 190–192 Skeleton observed
26 12-Jun Sei whale m 1380 cm 99–100
27 14-Jun Northern right whale dolphin m 2115 mm 101–116 セミイルカ　Caught on 12 June
28 14-Jun Northern right whale dolphin m 1975 mm 101–116
29 14-Jun Northern right whale dolphin f 2110 mm 101–116
30 14-Jun Pacific whtie-sided dolphin m 1755 mm 101–116 Caught on 12 June
31 14-Jun Pacific whtie-sided dolphin f 1760 mm 101–116 Caught on 12 June
32 18-Jun Phocena n. sp? m 1915 mm 117–124 リクゼンイルカ　AMNH M-31425
33 No description
34 No description Sei whale male 1400 cm (Andrews 1916a)
35 No description Sei whale female 1405 cm (Andrews 1916a)
36 No description Sei whale female 1465 cm (Andrews 1916a)
37 No description
38 No description Sei whale female 1400 cm (Andrews 1916a)
39 No description
40 26-Jun Short-finned pilot whale m 4940 cm 132–139 コビレゴンドウ　AMNH M-31722
41 No description Sei whale male 1360 cm (Andrews 1916a)
42 No description
43 No description Sei whale male 1470 cm (Andrews 1916a)
44 No description
45 No description
46 14-Jul Sperm whale マッコウクジラ m 45´ 147–148
47 14-Jul Sperm whale m 1455 cm 149
48 14-Jul Sperm whale m 1395 cm 150
49 19-Jul Swordfish 2950 mm 140–141 カジキ
50 19-Jul Pacific white-sided dolphin f 2090 mm 142–146
51 No description Sei whale female 1465 cm (Andrews 1916a)
52 23-Jul Sperm whale m 59´1´´ 153–156 AMNH-34872










Table 1. Whales examined by RCA at Kii-Oshima and Ayukawa Stations from RCA Journals, in 1910
番号* 日付 種 性 全長 調査日誌のページ 備考
No. Date Species Sex TL pages of Journal Notes
54 25-Jul Finback whale f 64´4´´ 157–159
55 26-Jul Blue whale f 76´10´´ 160–161
56 28-Jul Sperm whale f 37´2´´ 162–163
57 28-Jul Sperm whale f 33´11´´ 163–166
58 29-Jul Sperm whale f 41´2´´ 167–170 Contained fetus
59 29-Jul Sperm whale f 30´ 170–171
60 29-Jul Sperm whale f 31´ 171–172
60a 29-Jul Sperm whale fetus m 3950 mm 173–177
61 30-Jul Sei whale f 1524 = 50´ 178–179
62 31-Jul Sei whale f 1285 = 42´2´´ 179–181
63 1-Aug Sei whale m 1280 = 42´ 182–183 1280 cm (Andrews 1916a)
64 5-Aug Finback whale m 61´9´´ 184
65 2-Aug Sei whale m 40 ft 185 1220 cm (Andrews 1916a)
66 2-Aug Sei whale f 41 ft 185 1250 cm (Andrews 1916a)
67 3-Aug Sei whale m 45 ft 185–186 1371 cm (Andrews 1916a)
68 3-Aug Sei whale f 48 ft 185–186 1463 cm (Andrews 1916a)
69 5-Aug Sei whale m 48´4´´ = 1473 187–188 1413 cm (Andrews 1916a)
70 18-Aug Sei whale m 41´6´´ 1265 188 1265 cm (Andrews 1916a)
71 20-Aug Sperm whale m 39´6´´ 193
72 20-Aug Sei whale f 30´10´´ 940 189 940 cm (Andrews 1916a)
73 20-Aug Sei whale f 43´2´´ 1315 193 1315 cm (Andrews 1916a)
74 22-Aug Sei whale m 39´ 194
75 23-Aug Sei whale f 46´6´´ = 1417 2, 194 1417 cm (Andrews 1916a)
* 番号はアンド スが調査日誌で用いたもの
表2. 調査日誌から復元したアンドリュースの蔚山の調査個体（1912年）
Table 2. Whales examined by RCA at Ulsan Station from RCA Journals, in January and February 1912
番号* 日付 種 性 全長 調査日誌のページ 備考 RCA 1914
No. Date Species Sex TL pages of Journal Notes Table IV
1 8-Jan gray whale f 1300 cm 3–4 Contained a fetus (1a Andrews 1914) 1300 cm
1a 8-Jan gray whale m 5–9 Male fetus 435 cm
2 8-Jan gray whale m 1140 cm 10–11 1160 cm
3 8-Jan gray whale m 1240 cm 11–12 1240 cm
4 8-Jan gray whale m 1170 cm 12–13 1170 cm
5 9-Jan gray whale m 1143 cm 13–14 1143 cm
6 9-Jan gray whale f 1317 cm 15–16 1317 cm
7 9-Jan gray whale m 1202 cm 16 1202 cm
8 10-Jan gray whale m 1240 cm 17–18 1240 cm
9 10-Jan gray whale f 38´ ? 19 1160 cm
10 10-Jan gray whale m 1050 cm 19–20 1050 cm
11 10-Jan gray whale m 1075 cm ? 20–21 1075 cm
12 11-Jan gray whale m 39´ 21 1190 cm
13 12-Jan gray whale m 1250 cm 21–22 USNM 199527, Jan.13 (Andrews 1914) 1250 cm
14 13-Jan gray whale m 38´ 22–23 1160 cm
15 14-Jan gray whale m 1085 cm 24 1085 cm
16 16-Jan gray whale m 1180 cm 25 1180 cm
17 16-Jan gray whale m 980 cm 26 980 cm
18 17-Jan gray whale m 39´ 27 1190 cm
19 17-Jan gray whale m 1180 cm 28 1180 cm
20 19-Jan gray whale m 1215 cm 28–31 AMNH M-34260 1215 cm
21 20-Jan gray whale m 1225 cm 31–33 1225 cm
22 21-Jan gray whale m 1240 cm 33 1240 cm
23 24-Jan gray whale m 1235 cm 34 1235 cm
24 1-Feb Orca orca f 665 cm 34–35
25 1-Feb Orca orca m 835 cm 35 AMNH M-34276
26 2-Feb blue whale m 2280 cm 36–37
27 12-Feb humpback whale f 1130 cm 37
28 13-Feb humpback whale m 1475 cm 38 Skeleton collected and fired (Andrews 1914)
29 13-Feb humpback whale f 1426 cm 39 Contained fetus
29a 13-Feb humpback whale f 495 cm 40 Fetus of No. 29







Table 4. Whale Specimens collected by RCA in Japan and Korea in 1910–1912 with revised data by authers
標本番号 和名 学名 標本種別 性 場所 調査日 備考
Number Japanese Name Scientific Name Preparations Sex Locality Date of exam. Note
アメリカ自然史博物館で確認された標本 Specimens identified by authors in American Museum of Natural History
日本で収集 Collected in Japan
M-30575 オキゴンドウ Pseudorca crassidens Skull UK 長崎 Nagasaki
M-31418 カマイルカ Lagenorhynchus obliquidens Skeleton, Skull M 鮎川 Ayukawa Jun. 1, 1910
M-31420 カマイルカ Lagenorhynchus obliquidens Skull, Skeleton F 鮎川 Ayukawa Jun. 14 or Jul. 19, 1910
M-31421 カマイルカ Lagenorhynchus obliquidens Skeleton, Skull F 鮎川 Ayukawa Jun. 14 or Jul. 19, 1910
M-31422 セミイルカ Lissodelphis borealis Skull, Skeleton M 鮎川 Ayukawa Jun. 14, 1910
M-31424 セミイルカ Lissodelphis borealis Skeleton, Skull F 鮎川 Ayukawa Jun. 14, 1910
M-31425 リクゼンイルカ Phocoenoides dalli Skull, Skeleton M 鮎川 Ayukawa Jun. 18, 1910 *1
M-31722 コビレゴンドウ Globicephala macrorhynchus Skeleton, Skull M 鮎川 Ayukawa Jun. 26, 1910
M-31829 シャチ Orcinus orca Fluid (eyes only) F 紀伊大島 Kii-Oshima Apr. 8, 1910
M-33197 ツチクジラ Berardius bairdii Skeleton, Skull UK 東京湾 Tokyo Bay *4
M-34278 セミイルカ Lissodelphis borealis Skeleton, Skull M 相模 Sagami
M-34280 スナメリ Neophocaena phocaenoides Skull, Skeleton UK 下総 Shimosa
M-34281 スナメリ Neophocaena phocaenoides Skull UK 相模 Sagami
M-34844 シャチ Orcinus orca Skull, Skeleton F 紀伊大島 Kii-Oshima Apr. 8, 1910
M-34869 シロナガスクジラ Balaenoptera musculus Skeleton, Skull F 紀伊大島 Kii-Oshima Apr. 4, 1910
M-34870 ナガスクジラ Balaenoptera physalus Skull, Skeleton F 鮎川 Ayukawa
M-34871 イワシクジラ Balaenoptera edeni or brydei Skeleton, Skull F 紀伊大島 Kii-Oshima Apr. 13, 1910 *2
M-34872 マッコウックジラ Physeter catodon Skull, Skeleton M 鮎川 Ayukawa Jul. 23, 1910 *3, *4
None 数種類が混じる Few species mixed baleen platesBaleens UK 紀伊大島及び蔚山 Kii-Oshima and Ulsan
朝鮮で収集 Collected in Korea
M-34260 コククジラ Eschrichtius robustus Skeleton, Skull M 蔚山 Ulsan Jan. 19, 1912
M-34261 シャチ Orcinus orca Skull, Skeleton UK 蔚山 Ulsan Aug., 1910
M-34276 シャチ Orcinus orca Skull, Skeleton M 蔚山 Ulsan Feb. 1, 1912 *4
アメリカ自然史博物館のデータベースにあるが未発見の標本 Specimens listed in the database of AMNH, but undiscovered
M-31419 カマイルカ Lagenorhynchus obliquidens Skull, Skeleton M 鮎川 Ayukawa
M-31423 セミイルカ Lissodelphis borealis Skeleton, Skull M 鮎川 Ayukawa
M-31730 マッコウクジラ Physeter catodon Fluid UK 鮎川 Ayukawa
M-31731 ナガスクジラ Balaenoptera physalus Fluid UK 鮎川 Ayukawa
M-31732 イワシクジラ Balaenoptera borealis Fluid UK 鮎川 Ayukawa
M-31733 シロナガスクジラ Balaenoptera musculus Fluid UK 鮎川 Ayukawa
M-31734 ザトウクジラ Megaptera novaeangliae Fluid UK 鮎川 Ayukawa
M-31822 シロナガスクジラ Balaenoptera musculus Fluid UK 紀伊大島 Kii-Oshima
M-31823 シロナガスクジラ Balaenoptera musculus Fluid UK 紀伊大島 Kii-Oshima
M-31824 カツオクジラ Balaenoptera edeni Fluid UK 紀伊大島 Kii-Oshima
M-34279 スナメリ Neophocaena phocaenoides Skin UK 下総 Shimosa
M-42683 イワシクジラ Balaenoptera borealis Misc UK 鮎川 Ayukawa
M-42684 イワシクジラ Balaenoptera borealis Misc UK 鮎川 Ayukawa
国立自然史博物館に収蔵されている標本 Specimen donated to National Museum of Natural History, Smithsonian Institution
USNM 199527  コククジラ Eschrichtius robustus Skeleton, Skull M 蔚山 Ulsan Jan. 13, 1912 *5
*1 Phocoenoides truei のタイプ標本Type specimen for Phocoenoides truei (Andrews 1911b)
*2 Andrews 1916a 用いられた。宇仁ら（2014）がニタリクジラとしたのは誤り
*3 AMNHのデータベースでは紀伊大島とされているが誤り Locality mistakenly noted as Oshima in the data base
*4 Exhibited in the Hall of Ocean Life in AMNH between 1933–1962











コンセプトでアメリカ捕鯨の壁絵とともに展示されていた。 Image #314191 American Museum of Natural 
History Library 
  	 
６章 近代沿岸捕鯨の遺産と歴史的意義 
 １節 公認された捕鯨遺産 
 ２節 近代沿岸捕鯨の遺構と保存状態 




































































 ２節 近代沿岸捕鯨の遺構と保存状態 
 近代沿岸捕鯨の遺構は現在どの程度残っているのだろうか。本節では沿岸捕鯨の遺構の現状を
見てみたい。沿岸捕鯨の事業場、いわゆる解体場は、現地での保存が困難な条件にある。捕鯨事
業場は波打ち際に立地しており、海岸の護岸事業や港湾地区の再開発など、土地の改変が頻繁に
おこなわれる場所に置かれてきた。津波の被害や破壊を被った例もいくつもある。つまり歴史的
な価値を認めたとしても現地保存することが困難な立地である。さらに捕鯨特有の問題もある。
  	
1970年代以降、捕鯨は環境団体や非捕鯨国から非難されるようになり、20世紀末以降は攻撃的
な環境団体の悪意ある宣伝や行動のターゲットとなった。たとえば、社史に掲載された南極海で
捕獲されたシロナガスクジラの写真について、すでにその企業は捕鯨事業から手を引いていたに
もかかわらず、環境保護団体が攻撃の的として宣伝したため多数の抗議の電話やファックスが届
き業務に支障を来すなどの事例である。そのことが捕鯨事業やその記念物が後継企業の博物館や
年史から省かれることや、前身会社が捕鯨会社であったことを隠す傾向を年々強めることにつな
がっている。近代沿岸捕鯨の事業化に成功した企業はもともと少数であり、合併を繰り返した後
に現在も大規模水産会社として事業を継続している。東洋捕鯨は日本水産株式会社、林兼商店は
長く大洋漁業株式会社であったが、大洋漁業は日魯漁業の後継会社であるニチロと合併し、マル
ハニチロ株式会社として現在も主要な水産会社である。しかしながら、これらの企業が捕鯨に関
連した発言をすることは見られない。過激な環境団体の活動が歴史的遺産の保存にまで悪影響を
及ぼしている事例である。現在の企業にとって捕鯨の遺産を文化財として維持すること、捕鯨を
自社の歴史として記録公開することが困難な状況になっている。 
 近代の産業遺産や建築物、近代化遺産を文化財として見なし、保護やその意義を積極的に唱え
ていく動きは、日本では20世紀末にようやく始まった。文化庁による「近代化遺産総合調査」が
1990年に着手され、阪神・淡路大震災の経験を経た1996年には登録文化財の制度ができたが、
１節で見たとおり沿岸捕鯨の遺構がこれらの動きで文化財指定や登録をされたことはこれまでな
い。 
 沿岸捕鯨の遺構の保存は危機的である。本論の主役となった東洋捕鯨は、はじめ本社を大阪市
西区靱北通2丁目18番地に置いたが、第2期営業報告に記された本社住所は大阪湾に近い同市西
区川口町14番乙地であり、設立1年目のうちに移転している。旧本社の場所は靱公園、新本社は
日産自動車の販売店となっており、東洋捕鯨の本社に関連した遺構はまったく見られない。これ
らが位置する大阪市西区は空襲の影響が大きく、遺構が存在しないのは戦災の影響もあると想像
する。 
 事業場の跡地はどうか。現在の国内の状況を見ると、北海道では、オホーツク海に面した東洋
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捕鯨網走事業場の跡地にはウインチの跡が残っている。レンガ製の枡やコンクリート製の工作物
が見られるが、農地として使われた経過があり、その遺構の可能性もあるため、これらは捕鯨遺
構と特定はできない。太平洋側の浜中町には東洋捕鯨霧多布事業場の場所を引き継いだ日東捕鯨
株式会社霧多布事業場の引揚桟橋が残っている（図6-1）。日東捕鯨霧多布事業場長からの聞き
取り（1999年12月）によると、この桟橋は1960（昭和30）年のチリ地震津波の後に日東捕鯨に
よって造られたものという。この桟橋は産業遺構と震災関連遺構の両方の価値を持つ。コンクリ
ート製だが傷みが激しく、遺構の永久保存は困難と想像される。東洋捕鯨室蘭事業場は跡地が市
立室蘭水族館として利用されており、もともと捕鯨事業場があったことを示す碑が建てられてい
る。同水族館に50年勤める飼育係員からの聴き取り（2018年7月）では、現在のペンギンとアザ
ラシのプールは捕鯨事業場の油タンクを流用したものという。本州では、宮城県の東洋捕鯨鮎川
事業場の跡地が鮎川捕鯨の事業場となっており、日本水産時代の引揚桟橋（スリップウェイ）の
海中部分が一部残されている（図6-2）。和歌山県の東洋捕鯨二木島事業場の跡地は二木島漁港
の設備となっており、この施設の建設時に地中から大量の鯨骨がでてきたという（二木島港で近
くの男性からの聞き取り、2015年2月）。同県の［紀伊］大島事業場は日本水産の事業として長
く使われ、近くには1940（昭和15）年に皇紀2600年記念として建立された鯨供養碑がある。碑
文は「弔鯨塔」となっている（図6-3）。1910年の東洋捕鯨の事業場であった当時は、近くは骨
捨て場となっていた（写真6-1）。同様に高知県の東洋捕鯨清水事業場（写真6-2）は造船会社の
社有地となっている（図6-4）。捕鯨事業場は波打ち際のまとまった土地であり、その後の利用
も周辺の状況とは異なる特徴的な利用となっていることが目立つ。土地利用の歴史にも近代沿岸
捕鯨が関係している。 
 このように国内の捕鯨事業場の跡地のなかには、遺構を残さず失われた場合でも、海岸に位置
したまとまった土地として各地で特徴のある施設に変化した例が見られ、事業場の存在を想像す
ることができる。また、網走事業場の土地の一部は、近世の蝦夷地を広く支配した漁場商人の藤
野家の土地を購入したものである（日本水産蔵「網走契約一件」）。藤野家の本社は大阪で、遠
く離れた北海道の辺地の土地の売買の主体がともに大阪にあり、庶民の手の届かないところで土
